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研究概要

骨格筋の恒常性を調節する分子メカニズム
の解明と応用
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身体運動は生活習慣病や加齢性疾患の発症を防ぐことから、
この分子メカニズムを解明し健康獲得に応用することは、健康
寿命の延伸や医療費削減の観点から重要な課題です。私た
ちは、身体運動などの筋収縮により変動する骨格筋由来の
内分泌因子（マイオカイン）とマイオカインの分泌を調節す
る情報伝達経路を網羅的に解析し、生活習慣病や加齢性
疾患の発症予防や軽減に貢献する分子メカニズムの解明と健
康増進への応用を目指しています。

関連する論文

今後の展望
身体運動や筋収縮により変動する疾患の予防や軽減に
貢献する因子や情報伝達経路を解明し、創薬、サプリメン
トの作成や効果的な運動プログラムの開発などへの応用を
目指しています。
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研究者からのメッセージ

骨格筋は、日常生活などを支える「運動
器」であり、またマイオカインを分泌する「臓
器」でもあります。身体運動などの筋収縮が
骨格筋の恒常性を調節するメカニズムを分
子レベルから解明し社会に貢献したいと考え
ています。
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図１：骨格筋の恒常性を調節する分子
メカニズム

図２：運動分子生物学による社会貢献
の可能性


